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3月 22日、習近平がモスクワ訪問を終えた。 

習近平はプーチンに、「今、100 年来見たことのないような変化が起きており、

私たちはこの変化を共に推進している」と告げた。ロシア大統領は「同感だ」と

答えた。習近平はプーチンに握手を求め、「親愛なる友人よ、どうかお元気で」

といった。プーチンは、習近平の手を両手で握り、「どうかよい旅を」と答えた。 

ほんとうに地政学が歴史上かつてないほど急速に変化している。中国とロシア

は安全保障理事会の常任理事国として、世界情勢の中でより大きな役割を果た

すべく、このような変化をさらにすすめようと約束したのだ。 

過去 40年間の中国の奇跡的な発展を見れば、この国が世界秩序を変革する能力



と可能性もっていることがわかる。ロシアとの「制限のない」パートナーシップ

により、その可能性はさらに大きく高まるだろう。 

中国が仲介したイランとサウジアラビアの和平合意は、今世紀の大きな成果で

ある。両者とも重要な経済圏をもち、豊富な天然資源、特にエネルギーは世界貿

易と経済に大きな貢献をしている。この動きは、地域および世界情勢に広範囲な

影響を与えるだろう。 

サウジアラビアとシリアの完全な国交回復も前向きな変化であり、この地域全

体の平和と安全を強化することになる。 

イラン、トルコ、アゼルバイジャン、ロシア、中国の間でも交渉が進んでおり、

より良い理解、関係改善、同盟関係へとつながっている。アフガニスタン問題も

安定と平和の方向に向かっている。 

続いてシリアの大統領がアラブ首長国連邦（UAE）を訪問した。これも驚くよう

な和解だ。3つ目は、台湾の前総統が 12日間の日程で中国大陸を横断している

ことで、1949年に中国の内戦が終結して以来、前例のない出来事である。これ

らはすべて、混乱と戦争、分割統治を前提とするアメリカのパワーにとって恐ろ

しいことである。 

世界の外貨準備高に占める米ドルの割合が、1999 年の 72％から現在では 59％

に激減している。ブラジル、サウジアラビア、ロシア、フランス、パキスタンな



ど、複数の国と中国との間の通貨スワップ協定は、まだ一般的な現象ではないが、

世界通貨におけるドルの支配に深い影響を与えることになるだろう。ロシアで

さえ、中国の人民元を基軸通貨として使うかもしれない。 

アメリカ帝国に対する世界的な反乱が起きている。その覇権はすでに挑戦をう

けている。世界はすでに一極から多極へと変貌しつつあるのだ。 

「メキシコはアメリカの植民地ではない」。数日前、メキシコの石油国有化 85周

年を記念して、アムロ大統領はそう叫んだ。この進歩的な指導者は、1カ月前に

リチウムを国有化し、北のビッグブラザー（米国）の大いなる不興を買った。 

同様に、エルサルバドルの若くダイナミックなブケレ大統領は、米国に「モンロ

ー・ドクトリンは死んだ」と警告した。ブケレ大統領は暴力団や麻薬密売を取り

締まり、CIAの収入源を断つことになったのだろう。 

もう一つのラテンアメリカの国、ホンジュラスは台湾を捨て、本土の中華人民

共和国を承認したばかりだ。ドイツの一部の指導者でさえ、（破壊された）ノ

ルド・ストリーム・パイプラインを修復して、ロシアとの貿易を再開するよう

主張している。 

SCO（上海協力機構）や BRICSが拡大し、より多くの国が参加することは、グ

ローバル化と地政学に間違いなくポジティブな影響を与えるだろう。これらの

地域機構が近い将来、拡大することは目に見えている。 



ウクライナが、グローバルな秩序改革の転換点になることは明らかだ。それは、

深い影響と結果をもたらすだろう。楽観的になって、事態の好転を期待しよう。

昨日よりも明日を良くするために奮闘しなければならない。 

多くの国々が、それぞれの立場を再調整しています。友人と敵がさまざまな同盟

を結んで関係を作っている。メディアは多くの国々の実態を暴露し、大衆に真実

と現実を伝えてきた。これによって誤解やプロパガンダが暴かれ、人々は現実を

直視するようになっている。 

少数の国によるヘゲモニーや優位性はもはや存在しない。一国で世界の秩序を

支配したり、独裁したりすることはもはやできないのだ。 
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